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（決算日 2018年 9 月10日）

受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
さて、「ダイワ ･グローバル金融機関
（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券ファンド（為替ヘッジ
あり／部分為替ヘッジあり）2016－11」は、
このたび、第 4期の決算を行ないました。
ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ
ます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

ダイワ ･ グローバル金融機関
（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券ファンド
（為替ヘッジあり／部分為替ヘッジあり）

2016－11

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 単位型投信／海外／債券
信 託 期 間 約 9年 9カ月間（2016年11月29日～2026年 9 月10日）

運 用 方 針 安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして
運用を行ないます。

主要投資対象
ベビーファンド

ダイワ・グローバル金融機関（Ｇ－
ＳＩＢｓ）債券マザーファンドの受
益証券

ダイワ・グローバル
金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）
債券マザーファンド

米ドル、ユーロおよび豪ドル建ての
社債および国債

ベビーファンド
の運用方法

①主として、マザーファンドの受益証券を通じて、世界
（日本を含みます。）の銀行が発行する外貨建ての社債
（シニア社債に限ります。以下同じ。）に投資すること
により、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長を
めざして運用を行ないます。
②マザーファンドの受益証券の組入比率は、通常の状態
で高位に維持することを基本とします。
③保有実質外貨建資産については、（為替ヘッジあり）
においては為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジ
を行ないます。（部分為替ヘッジあり）においては為替
ヘッジを行なうことにより、当ファンドの実質的な円貨
比率を70％に近づけることをめざします。
　※�保有実質外貨建資産とは、当ファンドが保有する外

貨建資産およびマザーファンドが保有する外貨建資
産のうち当ファンドに属するとみなした外貨建資産
をいいます。

マザーファンド
の運用方法

①運用にあたっては、以下の点に留意します。
　イ�．投資対象は、Ｇ－ＳＩＢｓに指定された銀行（持

株会社を含みます。以下同じ。）が発行する米ド
ル、ユーロおよび豪ドル建ての社債とします。

　　※�持株会社の銀行子会社が発行する社債も投資対象
に含みます。

　　※�必ずしも、上記通貨のすべてが組み入れられるわ
けではありません。

　ロ�．社債を取得後に当該銀行がＧ－ＳＩＢｓでなく
なった場合においても、市場動向および銘柄分析等
による投資判断に基づき、当該銘柄の保有を継続す
ることがあります。

　ハ�．流動性の確保のため、米ドル、ユーロおよび豪ド
ル建ての国債に投資することがあります。

　ニ�．債券の格付けは、取得時においてＡ格相当以上と
します。

　ホ�．ファンドの償還日以前に償還が見込まれる銘柄に
投資します。

②為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則と
して行ないません。

組 入 制 限
ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マザーファンド組入上限比率 無制限

マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率 純資産総額の10％以下

分 配 方 針

分配対象額は、元本超過額または経費控除後の配当等収
益のうちいずれか多い額とし、原則として、経費控除後
の配当等収益の中から分配することをめざします。ただ
し、基準価額の水準等を勘案し、元本超過額も含めて分
配を行なうことがあります。なお、分配対象額が少額の
場合には、分配を行なわないことがあります。

当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。ファミ
リーファンド方式とは、受益者からの資金をまとめてベビーファンド
（当ファンド）とし、その資金を主としてマザーファンドの受益証券に
投資して、実質的な運用をマザーファンドで行なう仕組みです。



ダイワ ･グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券ファンド（為替ヘッジあり）2016－11

決　　算　　期
基 準 価 額

受 益 者
利 回 り

公 社 債
組入比率

債　　券
先物比率

元　　本
残 存 率（分配落） 税込み

分配金
期　中
騰落額

期　中
騰落率

円 円 円 ％ ％ ％ ％ ％
設　定（2016年11月29日） 10, 000� ― ―� ― ― ― ―� 100. 0�
1 期末（2017年 3 月10日） 9, 738� 50� △� 212 △� 2. 1� △� 7. 6� 94. 2� ―� 100. 0�
2 期末（2017年 9 月11日） 10, 176� 95� 533 5. 5� 4. 1� 95. 5� ―� 100. 0�
3 期末（2018年 3 月12日） 9, 640� 80� △� 456 △� 4. 5� △�� 1. 1� 94. 9� ―� 96. 7�
4 期末（2018年 9 月10日） 9, 518� 50� △� 72 △�� 0. 7� △���1. 2� 98. 4� ―� 96. 7�

（注 1）基準価額の騰落額および騰落率は分配金込み。
（注 2）�公社債および債券先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 3）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注 4）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
（注 5）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

為替ヘッジあり

設定以来の運用実績

1



ダイワ ･グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券ファンド（為替ヘッジあり）2016－11

ダイワ・グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券ファンド（為替ヘッジあり）2016－11 ダイワ・グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券ファンド（為替ヘッジあり）2016－11

■基準価額・騰落率
期　首：9, 640円
期　末：9, 518円（分配金50円）
騰落率：△0. 7％（分配金込み）
■基準価額の主な変動要因

「ダイワ・グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券マザーファンド」の受益証券を通じて、主
としてＧ－ＳＩＢｓに指定された世界の銀行が発行する米ドル建ての社債に投資し、為替変動リス
クを低減するため、為替ヘッジを行なった結果、保有債券からの利息収入はプラスに寄与したもの
の、社債金利の上昇（債券価格の下落）などを反映し、基準価額は下落しました。くわしくは「投
資環境について」をご参照ください。

運用経過

基準価額等の推移について 

流　用

為替ヘッジあり

（注）期末の基準価額は分配金込みです。
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ダイワ ･グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券ファンド（為替ヘッジあり）2016－11

年　　月　　日
基　　　準　　　価　　　額 公　　社　　債

組　入　比　率
債　　　　　券
先　物　比　率騰　　落　　率

円 ％ ％ ％
（期首）2018年 3 月12日 9, 640 ― 94. 9 ―

3 月末 9, 650 0. 1 94. 3 ―
4 月末 9, 520 △� 1. 2 96. 9 ―
5 月末 9, 565 △� 0. 8 96. 1 ―
6 月末 9, 535 △� 1. 1 98. 0 ―
7 月末 9, 562 △� 0. 8 98. 0 ―
8 月末 9, 623 △� 0. 2 97. 9 ―

（期末）2018年 9 月10日 9, 568 △� 0. 7 98. 4 ―
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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前期における「今後の運用方針」

■海外債券市況
米国債券市場では、国債や社債の金利が上昇（債券価格は下落）しました。
期首より、米国が保護主義的な政策を相次いで打ち出したことを受けて市場のリスク回避姿勢が
強まったことなどから、国債金利は低下したものの、2018年 4 月以降は、米中貿易摩擦への懸念が
後退し、金利は上昇傾向となりました。しかし 5月後半に入ると、イタリアの政治情勢に対する懸
念が高まり、金利は急速に低下しました。その後は、イタリアの政治情勢への懸念が和らいだこと
に加え、ＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）で利上げが実施されたことや雇用統計で賃金上昇率
が予想以上の伸びになり、インフレ率の上昇が懸念されたことを背景に、金利は上昇しました。
こうした環境下、米ドル建ての社債については、期首より市場のリスク回避姿勢が強まったこと
を背景にスプレッド（国債に対する上乗せ金利）が拡大したものの、2018年 6 月以降は反転し、期
末にかけて拡大幅を縮める展開となりました。

投資環境について （2018. 3. 13 ～ 2018. 9. 10）

流　用

■当ファンド
「ダイワ・グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券マザーファンド」の受益証券を高位に組み
入れるとともに、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行ないます。
■ダイワ・グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券マザーファンド

主としてＧ－ＳＩＢｓ（※）に指定された世界の銀行が発行する米ドル建ての債券に投資し、当
ファンドの信託期間内に償還が見込まれる銘柄によるポートフォリオを維持することで、安定した
収益の確保と信託財産の着実な成長をめざす方針です。
※Ｇ－ＳＩＢｓ（Global�Systemically�Important�Banks）とは

主要各国の中央銀行、金融監督当局等で構成される金融安定理事会（ＦＳＢ）が指定した、
金融システム上、世界経済に与える影響が極めて大きい重要な銀行をいいます。一般の銀行と
比較し、自己資本の強化が要請される等、厳しい監督を受けることから、安全性の高い健全な
経営が求められます。
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流　用

当期の 1万口当り分配金（税込み）は50円といたしました。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程
計算期間末における経費控除後の配当等収益が20, 975, 224円であり、純資産額の元本超過額が
ないため、経費控除後の配当等収益20, 975, 224円（ 1万口当り144. 65円）を分配対象額として、
うち7, 250, 000円（ 1万口当り50円）を分配金額としております。

分配金について

■当ファンド
「ダイワ・グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券マザーファンド」の受益証券を高位に組み
入れるとともに、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行ないました。
■ダイワ・グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券マザーファンド

主としてＧ－ＳＩＢｓに指定された世界の銀行が発行する米ドル建ての債券に投資し、当ファン
ドの信託期間内に償還が見込まれる銘柄によるポートフォリオを維持しました。

ポートフォリオについて （2018. 3. 13 ～ 2018. 9. 10）

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

ベンチマークとの差異について

5
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■当ファンド
「ダイワ・グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券マザーファンド」の受益証券を高位に組み
入れるとともに、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行ないます。
■ダイワ・グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券マザーファンド

主としてＧ－ＳＩＢｓに指定された世界の銀行が発行する米ドル建ての債券に投資し、当ファン
ドの信託期間内に償還が見込まれる銘柄によるポートフォリオを維持することで、安定した収益の
確保と信託財産の着実な成長をめざす方針です。

今後の運用方針

流　用
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1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2018. 3. 13～2018. 9. 10） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬 26円 0. 269％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　期中の平均基準価額は9, 576円です。

（投 信 会 社） （15） （0. 162） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価
額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価

（販 売 会 社） （9） （0. 094） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 銀 行） （1） （0. 013） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 1 0. 010 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（保 管 費 用） （1） （0. 006） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監 査 費 用） （0） （0. 004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ の 他） （0） （0. 001） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合　　　　 計 27 0. 279
（注 1）�期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出

した結果です。なお、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支
払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 2）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）比率欄は 1万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

流　用

2

3633_3634dam_交付_.indb   2 2018/10/30   17:48:55

7



ダイワ ･グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券ファンド（為替ヘッジあり）2016－11

■利害関係人との取引状況等
　当期中における利害関係人との取引はありません。

■投資信託財産の構成
2018年 9 月10日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ダイワ・グローバル金融機関
（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券マザーファンド 1, 376, 754� 98. 2�

コール・ローン等、その他 25, 544� 1. 8�
投資信託財産総額 1, 402, 298� 100. 0�
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2）�外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 9月10日における邦貨換算レートは、 1アメリカ・ドル＝
110. 93円です。

（注 3）�ダイワ・グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券マザーファンドにおい
て、当期末における外貨建純資産（3, 972, 191千円）の投資信託財産総額
（3, 978, 081千円）に対する比率は、99. 9%です。

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2018年 3 月13日から2018年 9 月10日まで）
設　　　定 解　　　　約

口　数 金　額 口　数 金　額

ダイワ・グローバル金融
機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）
債券マザーファンド

千口� 千円� 千口� 千円

36, 581� 36, 000� 79, 723� 80, 000�

（注）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種　　　　　類 期　　首 当　　期　　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ・グローバル金融機関
（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券マザーファンド 1, 398, 348� 1, 355, 206� 1, 376, 754�

（注）単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2018年 9 月10日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 2, 765, 145, 378円

コール・ローン等 25, 544, 829��
ダイワ・グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）
債券マザーファンド（評価額） 1, 376, 754, 049��
未収入金 1, 362, 846, 500��

（Ｂ）負債 1, 385, 070, 040  
未払金 1, 374, 024, 600��
未払収益分配金 7, 250, 000��
未払信託報酬 3, 738, 739��
その他未払費用 56, 701��

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 1, 380, 075, 338  
元本 1, 450, 000, 000��
次期繰越損益金 △� �69, 924, 662��

（Ｄ）受益権総口数 1, 450, 000, 000口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 9, 518円

＊当期末の計算口数当りの純資産額は9, 518円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は69, 924, 662円です。

■損益の状況
当期��自�2018年 3 月13日��至�2018年 9 月10日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 △ 2, 667円

受取利息 15
支払利息 △� 2, 682

（Ｂ）有価証券売買損益 △ 67, 350, 737
売買益 25, 681, 181
売買損 △� 93, 031, 918

（Ｃ）有価証券評価差損益 60, 648, 499
（Ｄ）信託報酬等 △ 3, 801, 704
（Ｅ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） △ 10, 506, 609
（Ｆ）前期繰越損益金 △ 52, 168, 053
（Ｇ）合計（Ｅ＋Ｆ） △ 62, 674, 662
（Ｈ）収益分配金 △ 7, 250, 000

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） △ 69, 924, 662
（注 1）有価証券評価差損益は、有価証券の期末の評価損益と期首との差額です。
（注 2）�信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま

す。
（注 3）収益分配金の計算過程は 5ページをご参照ください。
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収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
1 万 口 当 り 分 配 金 （税 込 み） 50円

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金については、20. 315％（所得税15％、復興特別所得税0. 315％および地方税 5％）の税率による源泉徴収が行なわれ、申告
不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択する
こともできます。
・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

9
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決　　算　　期
基 準 価 額

受 益 者
利 回 り

公 社 債
組入比率

債　　券
先物比率

元　　本
残 存 率（分配落） 税込み

分配金
期　中
騰落額

期　中
騰落率

円 円 円 ％ ％ ％ ％ ％
設　定（2016年11月29日） 10, 000� ― ―� ― ― ― ― 100. 0�
1 期末（2017年 3 月10日） 9, 841� 50� △� 109 △� 1. 1� △� 3. 9� 95. 3� ― 100. 0�
2 期末（2017年 9 月11日） 10, 119� 110� 388 3. 9� 3. 5� 96. 0� ―� 100. 0�
3 期末（2018年 3 月12日） 9, 550� 100� △� 469 △� 4. 6� △� �1. 5� 95. 6� ― 76. 0�
4 期末（2018年 9 月10日） 9, 542� 80� 72 0. 8� △� �0. 7� 98. 6� ―� 76. 0�

（注 1）基準価額の騰落額および騰落率は分配金込み。
（注 2）�公社債および債券先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 3）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注 4）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
（注 5）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

設定以来の運用実績

部分為替ヘッジあり
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ダイワ・グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券ファンド（部分為替ヘッジあり）2016－11

■基準価額・騰落率
期　首：9, 550円
期　末：9, 542円（分配金80円）
騰落率：0. 8％（分配金込み）
■基準価額の主な変動要因

「ダイワ・グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券マザーファンド」の受益証券を通じて、主
としてＧ－ＳＩＢｓに指定された世界の銀行が発行する米ドル建ての社債に投資し、為替変動リス
クを低減するため、部分為替ヘッジを行なった結果、社債金利の上昇（債券価格の下落）はマイナ
ス要因となったものの、保有債券からの利息収入や円安米ドル高がプラスに寄与したため、基準価
額は上昇しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

基準価額等の推移について 

運用経過

流　用

部分為替ヘッジあり

（注）期末の基準価額は分配金込みです。
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年　　月　　日
基　　　準　　　価　　　額 公　　社　　債

組　入　比　率
債　　　　　券
先　物　比　率騰　　落　　率

円 ％ ％ ％
（期首）2018年 3 月12日 9, 550 ― 95. 6 ―

3 月末 9, 545 △� 0. 1 95. 1 ―
4 月末 9, 503 △� 0. 5 96. 9 ―
5 月末 9, 540 △� 0. 1 96. 8 ―
6 月末 9, 564 0. 1 97. 3 ―
7 月末 9, 610 0. 6 98. 2 ―
8 月末 9, 679 1. 4 98. 2 ―

（期末）2018年 9 月10日 9, 622 0. 8 98. 6 ―
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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■海外債券市況
米国債券市場では、国債や社債の金利が上昇（債券価格は下落）しました。
期首より、米国が保護主義的な政策を相次いで打ち出したことを受けて市場のリスク回避姿勢が
強まったことなどから、国債金利は低下したものの、2018年 4 月以降は、米中貿易摩擦への懸念が
後退し、金利は上昇傾向となりました。しかし 5月後半に入ると、イタリアの政治情勢に対する懸
念が高まり、金利は急速に低下しました。その後は、イタリアの政治情勢への懸念が和らいだこと
に加え、ＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）で利上げが実施されたことや雇用統計で賃金上昇率
が予想以上の伸びになり、インフレ率の上昇が懸念されたことを背景に、金利は上昇しました。
こうした環境下、米ドル建ての社債については、期首より市場のリスク回避姿勢が強まったこと
を背景にスプレッド（国債に対する上乗せ金利）が拡大したものの、2018年 6 月以降は反転し、期
末にかけて拡大幅を縮める展開となりました。
■為替相場
米ドルは対円で上昇しました。
期首から2018年 3 月末にかけては、米中貿易摩擦に対する懸念から市場のリスク回避姿勢が強ま
り、米ドル円は下落しました。その後は、米中貿易摩擦への懸念が後退したことや米国金利の上昇
などを背景に、米ドル円は上昇しました。 5月後半には、イタリアの政治情勢に対する懸念から円
高圧力が一時強まりましたが、その後は、ＦＯＭＣにおいて利上げの加速が示唆されたことや株価
が堅調に推移したことなどから、米ドル円は上昇する動きとなりました。しかし 7月後半以降は、
日銀が長期金利の上昇を容認するとの観測から円高が進行し、米ドル円は上値が重い展開が続きま
した。

投資環境について （2018. 3. 13 ～ 2018. 9. 10）

流　用
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■当ファンド
「ダイワ・グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券マザーファンド」の受益証券を高位に組み
入れるとともに、為替変動リスクを低減するため、部分為替ヘッジを行ないました。
■ダイワ・グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券マザーファンド

主としてＧ－ＳＩＢｓに指定された世界の銀行が発行する米ドル建ての債券に投資し、当ファン
ドの信託期間内に償還が見込まれる銘柄によるポートフォリオを維持しました。

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

ベンチマークとの差異について

ポートフォリオについて （2018. 3. 13 ～ 2018. 9. 10）

流　用

前期における「今後の運用方針」

■当ファンド
「ダイワ・グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券マザーファンド｣ の受益証券を高位に組み
入れるとともに、為替変動リスクを低減するため、部分為替ヘッジを行ないます。
■ダイワ・グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券マザーファンド

主としてＧ－ＳＩＢｓ（※）に指定された世界の銀行が発行する米ドル建ての債券に投資し、当
ファンドの信託期間内に償還が見込まれる銘柄によるポートフォリオを維持することで、安定した
収益の確保と信託財産の着実な成長をめざす方針です。
※Ｇ－ＳＩＢｓ（Global�Systemically�Important�Banks）とは

主要各国の中央銀行、金融監督当局等で構成される金融安定理事会（ＦＳＢ）が指定した、
金融システム上、世界経済に与える影響が極めて大きい重要な銀行をいいます。一般の銀行と
比較し、自己資本の強化が要請される等、厳しい監督を受けることから、安全性の高い健全な
経営が求められます。

15
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当期の 1万口当り分配金（税込み）は80円といたしました。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程
計算期間末における経費控除後の配当等収益が13, 786, 199円であり、純資産額の元本超過額が
ないため、経費控除後の配当等収益13, 786, 199円（ 1万口当り145. 11円）を分配対象額として、
うち7, 600, 000円（ 1万口当り80円）を分配金額としております。

分配金について

流　用

■当ファンド
「ダイワ・グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券マザーファンド」の受益証券を高位に組み
入れるとともに、為替変動リスクを低減するため、部分為替ヘッジを行ないます。
■ダイワ・グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券マザーファンド

主としてＧ－ＳＩＢｓに指定された世界の銀行が発行する米ドル建ての債券に投資し、当ファン
ドの信託期間内に償還が見込まれる銘柄によるポートフォリオを維持することで、安定した収益の
確保と信託財産の着実な成長をめざす方針です。

今後の運用方針

16
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流　用

1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2018. 3. 13～2018. 9. 10） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬 26円 0. 269％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　期中の平均基準価額は9, 577円です。

（投 信 会 社） （15） （0. 162） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価
額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価

（販 売 会 社） （9） （0. 094） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 銀 行） （1） （0. 013） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 1 0. 010 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（保 管 費 用） （1） （0. 006） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監 査 費 用） （0） （0. 004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ の 他） （0） （0. 001） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合　　　　 計 27 0. 279
（注 1）�期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出

した結果です。なお、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支
払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 2）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）比率欄は 1万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

流　用
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■利害関係人との取引状況等
　当期中における利害関係人との取引はありません。

■投資信託財産の構成
2018年 9 月10日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ダイワ・グローバル金融機関
（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券マザーファンド 906, 160� 98. 3�

コール・ローン等、その他 15, 584� 1. 7�
投資信託財産総額 921, 745� 100. 0�
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2）�外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 9月10日における邦貨換算レートは、 1アメリカ・ドル＝
110. 93円です。

（注 3）�ダイワ・グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券マザーファンドにおい
て、当期末における外貨建純資産（3, 972, 191千円）の投資信託財産総額
（3, 978, 081千円）に対する比率は、99. 9%です。

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2018年 3 月13日から2018年 9 月10日まで）
設　　　　定 解　　　　約

口　数 金　額 口　数 金　額

ダイワ・グローバル金融
機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）
債券マザーファンド

千口� 千円� 千口� 千円

11, 217� 11, 000� 33, 387� 33, 500�

（注）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種　　　　　類 期　　首 当　　期　　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ・グローバル金融機関
（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券マザーファンド 914, 147� 891, 978� 906, 160�

（注）単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2018年 9 月10日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 1, 550, 717, 846円

コール・ローン等 15, 584, 592��
ダイワ・グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）
債券マザーファンド（評価額） 906, 160, 611��
未収入金 628, 972, 643��

（Ｂ）負債 644, 217, 692  
未払金 634, 131, 160��
未払収益分配金 7, 600, 000��
未払信託報酬 2, 449, 572��
その他未払費用 36, 960��

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 906, 500, 154  
元本 950, 000, 000��
次期繰越損益金 △� �43, 499, 846��

（Ｄ）受益権総口数 950, 000, 000口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 9, 542円

＊当期末の計算口数当りの純資産額は9, 542円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は43, 499, 846円です。

■損益の状況
当期��自�2018年 3 月13日��至�2018年 9 月10日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 △  1, 288円

受取利息 8��
支払利息 △� �1, 296��

（Ｂ）有価証券売買損益 △  30, 252, 672  
売買益 11, 693, 971��
売買損 △� �41, 946, 643��

（Ｃ）有価証券評価差損益 39, 551, 824  
（Ｄ）信託報酬等 △  2, 490, 163  
（Ｅ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 6, 807, 701  
（Ｆ）前期繰越損益金 △  42, 707, 547  
（Ｇ）合計（Ｅ＋Ｆ） △  35, 899, 846  
（Ｈ）収益分配金 △  7, 600, 000  

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） △  43, 499, 846  
（注 1）有価証券評価差損益は、有価証券の期末の評価損益と期首との差額です。
（注 2）�信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま

す。
（注 3）�収益分配金の計算過程は15ページをご参照ください。
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ダイワ ･グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券ファンド（部分為替ヘッジあり）2016－11

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
1 万 口 当 り 分 配 金 （税 込 み） 80円

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金については、20. 315％（所得税15％、復興特別所得税0. 315％および地方税 5％）の税率による源泉徴収が行なわれ、申告
不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択する
こともできます。
・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。
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東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
h t t p : / /www .da iwa－am . co . j p /

ダイワ ･ グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券マザーファンド
運用報告書　第 4 期　（決算日　2018年 9 月10日）

（計算期間　2018年 3 月13日～2018年 9 月10日）

　ダイワ ･グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券マザーファンドの第 4期にかかる運用状況
をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないます。
主要投資対象 米ドル、ユーロおよび豪ドル建ての社債および国債

運 用 方 法

①主として、世界（日本を含みます。）の銀行が発行する外貨建ての社債（シニア社債に限り
ます。以下同じ。）に投資することにより、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめ
ざして運用を行ないます。
②運用にあたっては、以下の点に留意します。
　イ�．投資対象は、Ｇ－ＳＩＢｓに指定された銀行（持株会社を含みます。以下同じ。）が発
行する米ドル、ユーロおよび豪ドル建ての社債とします。

　　※�持株会社の銀行子会社が発行する社債も投資対象に含みます。
　　※必ずしも、上記通貨のすべてが組み入れられるわけではありません。
　ロ�．社債を取得後に当該銀行がＧ－ＳＩＢｓでなくなった場合においても、市場動向および
銘柄分析等による投資判断に基づき、当該銘柄の保有を継続することがあります。

　ハ�．流動性の確保のため、米ドル、ユーロおよび豪ドル建ての国債に投資することがありま
す。

　ニ．債券の格付けは、取得時においてＡ格相当以上とします。
　ホ．ファンドの償還日以前に償還が見込まれる銘柄に投資します。
③為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則として行ないません。

株式組入制限 純資産総額の10％以下
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ダイワ ･グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券マザーファンド

年 　月 　日 基　準　価　額 公 社 債
組入比率

債　　券
先物比率騰 落 率

円 ％ ％ ％
（期首）2018年 3 月12日 9, 725 ― 97. 6 ―

3 月末 9, 687 △� 0. 4 97. 4 ―
4 月末 9, 851 1. 3 96. 3 ―
5 月末 9, 869 1. 5 98. 5 ―
6 月末 10, 028 3. 1 97. 7 ―
7 月末 10, 126 4. 1 98. 1 ―
8 月末 10, 223 5. 1 98. 6 ―

（期末）2018年 9 月10日 10, 159 4. 5 98. 7 ―
（注 1）騰落率は期首比。
（注 2）�公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注 3）�債券先物比率は買建比率－売建比率です。
（注 4）�当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、

ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

■当期中の基準価額の推移

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：9, 725円　期末：10, 159円　騰落率：4. 5％

【基準価額の主な変動要因】
主としてＧ－ＳＩＢｓ（※）に指定された世界の銀行が発行する米
ドル建ての社債に投資した結果、社債金利の上昇（債券価格の下落）
はマイナス要因となったものの、保有債券からの利息収入や円安米ド
ル高がプラスに寄与したため、基準価額は上昇しました。
※Ｇ－ＳＩＢｓ（Global�Systemically�Important�Banks）とは

主要各国の中央銀行、金融監督当局等で構成される金融安定理
事会（ＦＳＢ）が指定した、金融システム上、世界経済に与える
影響が極めて大きい重要な銀行をいいます。一般の銀行と比較
し、自己資本の強化が要請される等、厳しい監督を受けることか
ら、安全性の高い健全な経営が求められます。

（円）
10, 500

10, 000

9, 500

9, 000
期　首

（2018. 3. 12）
期　末

（2018. 9. 10）

基準価額

◆投資環境について
○海外債券市況

米国債券市場では、国債や社債の金利が上昇（債券価格は下落）
しました。
期首より、米国が保護主義的な政策を相次いで打ち出したことを

受けて市場のリスク回避姿勢が強まったことなどから、国債金利は
低下したものの、2018年 4 月以降は、米中貿易摩擦への懸念が後退
し、金利は上昇傾向となりました。しかし 5月後半に入ると、イタ
リアの政治情勢に対する懸念が高まり、金利は急速に低下しまし
た。その後は、イタリアの政治情勢への懸念が和らいだことに加
え、ＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）で利上げが実施されたこ
とや雇用統計で賃金上昇率が予想以上の伸びになり、インフレ率の
上昇が懸念されたことを背景に、金利は上昇しました。
こうした環境下、米ドル建ての社債については、期首より市場の

リスク回避姿勢が強まったことを背景にスプレッド（国債に対する
上乗せ金利）が拡大したものの、2018年 6 月以降は反転し、期末に
かけて拡大幅を縮める展開となりました。

○為替相場
米ドルは対円で上昇しました。
期首から2018年 3 月末にかけては、米中貿易摩擦に対する懸念か

ら市場のリスク回避姿勢が強まり、米ドル円は下落しました。その
後は、米中貿易摩擦への懸念が後退したことや米国金利の上昇など
を背景に、米ドル円は上昇しました。 5月後半には、イタリアの政
治情勢に対する懸念から円高圧力が一時強まりましたが、その後
は、ＦＯＭＣにおいて利上げの加速が示唆されたことや株価が堅調
に推移したことなどから、米ドル円は上昇する動きとなりました。
しかし 7月後半以降は、日銀が長期金利の上昇を容認するとの観測
から円高が進行し、米ドル円は上値が重い展開が続きました。

◆前期における「今後の運用方針」
主としてＧ－ＳＩＢｓに指定された世界の銀行が発行する米ドル

建ての債券に投資し、当ファンドの信託期間内に償還が見込まれる
銘柄によるポートフォリオを維持することで、安定した収益の確保
と信託財産の着実な成長をめざす方針です。

◆ポートフォリオについて
主としてＧ－ＳＩＢｓに指定された世界の銀行が発行する米ドル建

ての債券に投資し、当ファンドの信託期間内に償還が見込まれる銘柄
によるポートフォリオを維持しました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび

参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
主としてＧ－ＳＩＢｓに指定された世界の銀行が発行する米ドル建て

の債券に投資し、当ファンドの信託期間内に償還が見込まれる銘柄によ
るポートフォリオを維持することで、安定した収益の確保と信託財産の
着実な成長をめざす方針です。
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ダイワ ･グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券マザーファンド

■組入資産明細表
（1）外国（外貨建）公社債（通貨別）

作 成 期 当　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　末

区 分 額　面　金　額
評 価 額

組入比率
うちＢＢ格
以下組入
比 率

残存期間別組入比率
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額 5年以上 2年以上 2年未満

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円� ％ ％ ％ ％ ％
アメリカ 36, 700� 35, 378� 3, 924, 509� 98. 7� ―� 97. 3� 1. 4� ―�
（注 1）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 2）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 3）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
（注 4）評価額および格付情報については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

■ 1 万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 ―円
有価証券取引税 ―
その他費用 1��
（保管費用） （� 1）�
（その他） （� 0）�

合 計 1��
（注 1）�期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって

受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。費用の項
目および算出法については前掲の「 1万口当りの費用の明細」の項目の概
要をご参照ください。

（注 2）�各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

■売買および取引の状況
当期中における売買および取引の状況はありません。

■主要な売買銘柄
当期中における主要な売買銘柄はありません。

当　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　末

区 分 銘 柄 種　類 年利率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日外 貨 建 金 額 邦貨換算金額
％ 千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円

アメリカ JPMorgan�Chase�&�Co 社 債 券 3. 3000� 2, 600� 2, 500� 277, 357� 2026/04/01�
Credit�Agricole�SA/London 社 債 券 3. 8750� 750� 748� 83, 086� 2024/04/15�
Mizuho�Financial�Group�Inc 社 債 券 3. 4770� 3, 000� 2, 887� 320, 277� 2026/04/12�
Mitsubishi�UFJ�Financial�Group�Inc 社 債 券 3. 8500� 3, 000� 2, 972� 329, 711� 2026/03/01�
State�Street�Corp 社 債 券 2. 6500� 500� 467� 51, 818� 2026/05/19�
Sumitomo�Mitsui�Financial�Group�Inc 社 債 券 2. 6320� 3, 200� 2, 909� 322, 790� 2026/07/14�
HSBC�Holdings�PLC 社 債 券 3. 9000� 2, 700� 2, 638� 292, 679� 2026/05/25�
Bank�of�New�York�Mellon�Corp/The 社 債 券 2. 8000� 500� 472� 52, 422� 2026/05/04�
Barclays�PLC 社 債 券 4. 3750� 1, 600� 1, 557� 172, 812� 2026/01/12�
UBS�Group�Funding�Switzerland�AG 社 債 券 4. 1250� 2, 700� 2, 689� 298, 360� 2026/04/15�
Credit�Suisse�Group�Funding�Guernsey�Ltd 社 債 券 4. 5500� 1, 500� 1, 514� 168, 052� 2026/04/17�
CITIGROUP�INC. 社 債 券 3. 4000� 2, 600� 2, 478� 274, 963� 2026/05/01�
BANK�OF�AMERICA�CORP. 社 債 券 3. 5000� 2, 600� 2, 518� 279, 410� 2026/04/19�
Wells�Fargo�&�Co 社 債 券 3. 0000� 2, 700� 2, 523� 279, 973� 2026/04/22�
MORGAN�STANLEY 社 債 券 3. 1250� 2, 800� 2, 610� 289, 545� 2026/07/27�

（2）外国（外貨建）公社債（銘柄別）
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■損益の状況
当期��自�2018年 3 月13日��至�2018年 9 月10日

項　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 72, 277, 915円

受取利息 72, 279, 977��
支払利息 △�� 2, 062��

（Ｂ）有価証券売買損益 103, 014, 703  
売買益 146, 496, 878��
売買損 △� �43, 482, 175��

（Ｃ）その他費用 △  233, 525  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 175, 059, 093  
（Ｅ）前期繰越損益金 △  110, 747, 122  
（Ｆ）解約差損益金 △  650, 773  
（Ｇ）追加信託差損益金 △  1, 412, 026  
（Ｈ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ） 62, 249, 172  

次期繰越損益金（Ｈ） 62, 249, 172  
（注 1）�解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 2）�追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2018年 9 月10日現在

項　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 3, 978, 081, 693円

コール・ローン等 13, 622, 191��
公社債（評価額） 3, 924, 509, 827��
未収利息 39, 949, 675��

（Ｂ）負債 70  
その他未払費用 70��

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 3, 978, 081, 623  
元本 3, 915, 832, 451��
次期繰越損益金 62, 249, 172��

（Ｄ）受益権総口数 3, 915, 832, 451口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10, 159円

＊�期首における元本額は4, 030, 269, 652円、当期中における追加設定元本額は
84, 912, 026円、同解約元本額は199, 349, 227円です。
＊�当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイ
ワ・グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券ファンド（為替ヘッジあり）2017
－01　1, 097, 081, 083円、ダイワ・グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券
ファンド（部分為替ヘッジあり）2017－01　571, 566, 939円、ダイワ・グローバ
ル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券ファンド（為替ヘッジあり）2016－11　
1, 355, 206, 270円、ダイワ・グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券ファンド
（部分為替ヘッジあり）2016－11　891, 978, 159円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は10, 159円です。

■投資信託財産の構成
2018年 9 月10日現在

項　　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比 率

千円 ％
公社債 3, 924, 509� 98. 7�
コール・ローン等、その他 53, 571� 1. 3�
投資信託財産総額 3, 978, 081� 100. 0�
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2）�外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 9月10日における邦貨換算レートは、 1アメリカ・ドル＝
110. 93円です。

（注 3）�当期末における外貨建純資産（3, 972, 191千円）の投資信託財産総額
（3, 978, 081千円）に対する比率は、99. 9%です。

当　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　末

区 分 銘 柄 種　類 年利率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日外 貨 建 金 額 邦貨換算金額
％ 千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円

GOLDMAN�SACHS�GROUP�INC. 社 債 券 3. 7500� 2, 700� 2, 636� 292, 520� 2026/02/25�
BPCE�SA 社 債 券 4. 0000� 750� 757� 84, 029� 2024/04/15�
BNP�Paribas�SA 社 債 券 3. 2500� 500� 493� 54, 698� 2023/03/03�

合　計
銘柄数 18銘柄�
金　額 36, 700� 35, 378� 3, 924, 509�

（注 1）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 2）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

22


	当ファンドの仕組み
	為替ヘッジあり
	設定以来の運用実績
	運用経過
	基準価額等の推移について
	投資環境について
	前期における「今後の運用方針」
	ポートフォリオについて
	ベンチマークとの差異について
	分配金について

	今後の運用方針
	1万口当りの費用の明細
	その他の計理データ
	収益分配金のお知らせ
	部分為替ヘッジあり
	設定以来の運用実績
	運用経過
	基準価額等の推移について
	投資環境について
	前期における「今後の運用方針」
	ポートフォリオについて
	ベンチマークとの差異について
	分配金について

	今後の運用方針
	1万口当りの費用の明細
	その他の計理データ
	収益分配金のお知らせ
	ダイワ･グローバル金融機関（Ｇ－ＳＩＢｓ）債券マザーファンド
	■当期中の基準価額の推移
	《運用経過》
	《今後の運用方針》
	その他の計理データ


